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SugarCube V2.0

地域医療福祉介護連携
EHR型共通基盤システム

（第２報）

日時： 平成２８年５月１４日（土）１３：１０－１８：２０

場所： 東海大学高輪校舎４号館１階４１０３教室

㈱メタキューブ

代表取締役 大林正晴

第13回広域連携医療ネットワークシステム研究会（GCM13）

主催： 広域連携医療ネットワークシステム研究会（ＧＣＭ）
共催： ＮＰＯ法人広域連携医療福祉システム支援機構
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(株)管理工学研究所

(株)メタキューブ

(株)インテリジェント・モ
デルビジネス

パートナー

資金提携

技術・資金・人材・
知財

資金・提携

創業支援機関等

外部投資家

資金・経営・マーケティング支援

カーブアウトとは
カーブアウトとは、企業から戦略的に技術や
事業を切り出し（Carve-out）、外部の
資本や経営資源を積極的に取り込むことで、
その成長を加速化させることを狙った新しい
ベンチャーの形態です。親元企業から単に技
術を切り出すだけでなく、一定の出資や人
材提供などの支援・連携を受けつつ切り出
す点に特長があります。
引用：
http://www.tai.jp/carveout.html
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会社紹介

2000

2002

2004

2006

2008

2010

2012

2014

JAHIS09-
101

JAHIS10-
103

JAHIS09-
102

JAHIS09-
103

JAHIS11-101

中国数字医学
に海外トレンドと
して紹介される

2009年2月
Dr. Halamka
来訪デモ見学

Canada 
IHE 
Workshop
参加

2009年3月初中
国医院协会信息
管理委员会副主
任委员李包罗教
授来訪

原著

地域見守り支援システ
ム要件定義

共通基盤構築
調査（1）

㈱メタキューブ
創立

グローバル
技術連携
（創業枠）

関連技術
ドキュメント

共通基盤構築調査
（2）

2000年から
ebXMLの研究

2009～2010
共通基盤関連技
術ドキュメント作成

IHIC2008
論文発表

中国から
視察

米国から
視察

2006年～2009年
経済産業省事業PJ
標準化および基盤技術
の開発

2009年度経済産業省
地域見守りシステム要求
仕様報告書作成

2010年度経済産業省
医療情報化促進事業
報告書作成

中国語で
論文紹介

「考え方、
使い方
UML」
出版

「簡易なXML形
式の診療データ
からのHL7CDA
文書生成方式」
公開

・2000年
度：中小企
業向け業務
アプリケーショ
ン事業：
（IPA公募
事業）

㈱インテリジェン
ト・モデル創立

大林正晴（略歴）：1976年（昭和51年）3月、東京教育大学（現筑波大学）理学部応用数理学科卒。同年4月、㈱管理工学研究
所に入社、研究員。多くのソフトウェア研究開発プロジェクトに従事。2012年1月退社、㈱メタキューブを創立、代表取締役に就任。これまで、
ISO/IEC SC21/WG3 IRDS国内小委員会、日本規格協会のデータの情報資源スキーマ・業務モデル標準化委員会、ISO/IEC/JTC1 
SC32/WG2 (metadata) 国内小委員会、クロスドメイン情報連携レジストリ（ROR）標準化調査研究委員会等の委員等を歴任。現在、
情報処理技術者試験委員（1995年～）を務める。医療情報分野では、JAHIS、HL7、IHEの活動に参加し、国際的な標準化の視点から、
国内の医療情報の標準化活動を行っている。現在、XDS地域連携システムの普及を推進している。

これまでの研究活動

SugarCube
V2製品化

米国ARRA
HITECH-HITSP

2009,2010

ヘルスケア産業の成長戦
略には、構造改革（垂直
統合、自前主義から垂直
分断へ）が不可欠。

グローバルな標準＋独自技術
をベースに、

基盤とアプリの垂直統合を分離。
互いに共生、発展でき、
新規の価値創造を促す。
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背景：国の施策

• 「日本再興戦略」改訂 2014 －未来への挑戦－ 平成 26 年6月 24 日
（抜粋）

• iv）医療介護の ICT 化
• ③医療情報連携ネットワークの普及促進、地域包括ケアに関わる多様な主
体の情報共有・連携の推進等

• ・医療情報連携ネットワークの普及を促進するため、持続可能性や相互運用
性、最低限備えるべき情報連携項目等を示した「標準モデル」を確立すること
や、在宅医療・介護分野の情報連携に関する標準規格の策定・普及、予防
接種スケジュールなどの情報提供サービスの促進等に取り組む。

• ・医療等の分野の様々な側面における情報収集及び情報分析と利活用の
高度化を推進する。

• ・医療情報連携ネットワークの普及促進を図る観点から、個人情報の取扱い
に関する患者同意の取り方を含めた事例収集や成功事例の分析等を年度
内に行い、所要の措置を講ずる。

• ・医療IT活用インフラの整備の観点から、地域の診療所との連携に必要な共
通基盤として機能できるよう、国立病院機構等におけるクラウド化を推進する。
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申請受

付

番号

提案規格名（［ ］内は提

出団体名）
状況 申請日 採択日

厚生労働省

標準規格
申請書 レポート

規格書

等

HS025

地域医療連携における情

報連携基盤技術仕様V2.0

［（一社）日本IHE協会］

採択
2015/03/2

5
2015/07/10

認定

2016/03/28

通知PDF

PDF
2015/07

PDF
リンク

HS026

SS-MIX2ストレージ仕様

書および構築ガイドライン

［（一社）日本医療情報学

会］

採択
2015/09/1

4
2016/02/19

認定

2016/03/28

通知PDF

PDF
2016/03

PDF
リンク

以下の通り、医療情報標準化推進協議会（HELICS協議会）
http://helics.umin.ac.jp/index.htmlの「医療情報標準化指針」HS025：地域医療
連携における情報連携基盤技術仕様V2.0［（一社）日本IHE協会］、および
HS026：SS-MIX2ストレージ仕様書および構築ガイドライン［（一社）日本医療情報学
会］が、厚生労働省標準規格として認定され、厚生労働省医政局長から各都道府県知
事、各地方厚生（支）局長あてに通知が2016/03/28付で出されている。
弊社の地域医療連携における情報連携基盤は、これらの仕様をサポートしており、他の既存
製品との差別化を図れる。

厚生労働省 標準規格

http://helics.umin.ac.jp/files/MhlwTsuuchi/MhlwTuchiSeisha160328-2.pdf
http://helics.umin.ac.jp/files/HS025/HS025_App20150325.pdf
http://helics.umin.ac.jp/files/HS025/HS025-report150717.pdf
http://ihe-j.org/file2/docs/IHE-J_ITI_DocumentV2.0.pdf?rv02
http://helics.umin.ac.jp/files/MhlwTsuuchi/MhlwTuchiSeisha160328-2.pdf
http://helics.umin.ac.jp/files/HS026/HS026_application.pdf
http://helics.umin.ac.jp/files/HS026/HS026_Report(SS-MIX2)_201603.pdf
http://www.jami.jp/jamistd/ssmix2.html
http://helics.umin.ac.jp/index.html
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コア技術
①グローバル標準の地域連携基盤技術（SugarCubeV2）

・個人IDの管理、情報共有の仕組み、施設、利用者の登録管理、アクセス

制御・通知機能・シングルサイオン・監査証跡等の機能をもつ。

②データ変換技術

・多ベンダ間の情報共有には、現実のデータと標準化されたデータとの間のマッ

ピングの技術が、不可欠である。

・当該技術は、専門知識がなくてもアプリ間でのデータ連携が可能になり、これ

までの標準データ普及の諸課題（標準仕様の専門的な知識が必要）を克

服することができる。この変換により、標準化された均一のデータを蓄積するこ

とが容易になる。

③ビッグデータ分析技術

所有する大規模データベースの分析ツール技術を、標準化された均一データ

の分析に適用する。それにより、医療等データの二次利用での関連研究の飛

躍的な進展をもたらす。さらに、新規のビッグデータ分析ビジネス分野のイノ

ベーションを起こす。

アプリケーション
システム

連携基盤

PACS

転送

エクスポートHIS等

健診システム
訪問看護システム等

PIX/PDQ 
Cube

患者IDDB

A

REST

Supportive
Cubes

施設･利用者

A

REST

患者ID
サービス

A

連携クライアント

DICOM

HL7
v2

SS-MIX
サービス

R
EST

A

自 他

XDS.b reg 
Cube

データ管理DB

SOAP

A

XDS-I Cube

PACS

A

自 他

病院GW

施設・利用者
サービス

A

SS-MIX2

情報共有
サービス

リポジトリDB

A
病院等

R
EST

データ管理者

医師・看護師
など

連携医療
施設GW

SS-MIX サービス

情報共有
サービス

SS-MIX2

自院/他院
画像表示

(Viewer呼び出し)

自院/他院患者・
診療情報検索

利用者認証
施設情報検索

地域患者
検索・登録

マニフェスト
検索・登録

自院患者・診療
情報登録

自院/他院患者・
診療情報表示

ATNA/CT 
Cube

監査ログDB

A
自

他 地域共有情報I/F

REST APIREST

院内情報I/F

A 監査ログ出力対応

GUI

情報共有
サービス

A

地域患者管理
施設・利用者

管理
文書管理

コンテンツ
サービス

R
EST

B1

E4 E5

A1 A2

B6

D6

S1

S2

S4

S3

M5M4

HL7
CDA

１

アプリ・基盤接続

ソースデータ変換

４
共通コンテンツ登録管理

３ アプリ・データ接続

共通基盤：SugarCube V2.0を用いたシステム連携

２

ビッグデータの分析事例

データ分析ツールODIPによるビッグデータの解析

 「抽出システム」で求めら
れている複雑な条件に
よるデータ抽出と柔軟な
データ加工を行う機能を
そのまま利用できる。

 複数の処理を組みにし
て実行するなどのジョブ
ネットを構成できるので、
単一のSQL文による処
理に比べて、柔軟な
チューニングが可能。

管理単位、入力データ、導出条件、導出演算 出力データの定義
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コア技術

HIS

Excel

XML2CDA変換
Template

CDA文書

JMIX対応表

XML

形式

Instance

値セット

XSLT

Webブラウザ

CDA2htm変換

CDA2xml変換

Maptable

XSL

形式
XSL

形式

XSL

形式

Excel

CDA標準

XML

形式

連携情報
項目表

XSLT

XSLT
XDS

メタデータ

XSLT
CSV

形式
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Maptable （XML形式）
<document>
<header-codetable>

<row>….</row>
….

</header-codetable>
<header-template>

<row>….</row>
….

</header-template>
<header-instance>

<row>….</row>
…. 

</header-instance>

<body-codetable>
<row>….</row>
….

</body-codetable>
<body-template>

<row>….</row>
….

</body-template>
<body-instance>

<row>….</row>
….

</body-instance>
<RECORD>

<DATA>….</DATA>
….

</RECORD>
</document>

template-type
header0

recordTarget

author

dataentere

custodian

informationRecipient

legalAuthenticator

authenticator

participant

documentationOf

encompassingEncounter

template-type
section0

section

observation

entry

entryRelationship

変換ルール（XSL形式）

CDAヘッダ部

CDAボディ部

生成されたCDA文書

XSLT

<ClinicalDocument>
<realmCode>
….

<recordTarget>
….

</recordTarget>
…. 

<componentOf>
….

</componentOf>
<component>

<structuredBody>
<component>

<section>
<entry>

<observation>
….
</observation>

</entry>
….

</section>
….

</component>
….

</structuredBody>
<component>

</ClinicalDocument>

リンク

リンク

使用

使用

使用

使用

参照

参照

値セット

コード系

テンプレート

コード系

テンプレート

インスタンス

インスタンス

 連携情報項目については、医療者を中心にした標
準化をまたなければなりませんが、ITシステムとして
は、その結果を統一的に処理可能な標準的な医
療ドキュメントに変換することが求められています。

 HL7CDA R2は、HL7で制定された国際的な医療
ドキュメントの標準形式です。

 CDAは、日本国内でも、診療情報提供書や特定
健診のデータ交換形式として広く採用されています。

 連携パス等に必要な情報項目は、対象の疾患ごと
にそれぞれ多岐にわたります。

 多様なCDAドキュメント対して、簡便にCDA文書に
変換する仕組みを開発し提供しています。

CDA自動変換ツール

標準データ形式の
データ

匿名ビッグデータ

共通基盤によりグローバルな
標準データのセキュアな共有を
実現。

ビッグデータ分析による医療、介
護サービス及び行政サービスの
効率化、質の改善に貢献。

①エビデンスに基づく医療
②医療、介護サービスの安全・安心
③医療、介護サービスの質の改善
④ムダなコストの削減
⑤行政サービスへのフィードバック

①業務アプリ間のデータ共有
②データの形式の標準化
③データ分析によるサービス改善

多くのベンダの参加による多様
なアプリケーションの連携、共
進化を促す。

目標 課題

インパクト

業務アプリ

業務アプリ

業務アプリ

分析アプリ

業務アプリの
固有ソースデータ

分析アプリ

本提案の技術
開発範囲

情報共有
イメージ例：
健診データ
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事業概要
ビジネスモデルの概要

① プラン名 医療・介護・福祉のICT共通基盤による産業・サービスのエコシステムの実現

② 何をやるか？ エコシステム形成に不可欠なICT共通基盤および関連ツール、サービスの製
品化。特に、今後進展する単独の業務アプリのIoT環境で、セキュアで意味
ある情報連携を実現。

③ なんでそれをや
りたいか？

社会のムダなコストを削減して、多くの事業（者）が共進化できる真の成長
戦略を達成し、わが国の発展に貢献する。

④ どうやってやる
か？

グローバルな標準技術を取り入れた共通基盤技術をエンドユーザ（地域住
民）やアプリベンダ（組込みシステムとして）に販売。

⑤ どこでやるか？ まず、自治体単位の福祉関連の行政システム（多職種連携システム）の
基盤として普及させる。複数の地域でPOCを実施し、それらの成果を踏まえ
て全国に展開する。

⑥ ターゲットは？ 最終的には、業務アプリ間で情報共有を必要とするコミュニティ（国、地域、
病院、診療所、施設、学会、公益法人、NPO等） をターゲットする。

⑦ チームメンバー
は？

グローバルな標準、医療介護連携に精通した技術者の集団である。成長段
階のマネージメントに関しては、外部の人材の協力、参加を得たい。

⑧ 自分のチームが
本プランをやれ
る理由は？もし
くは想い

既に、この分野のグローバルな技術標準のノウハウを蓄積している。
今後取り組むべき医療・介護・福祉分野の課題及び、それらのICTによるソ
リューションに関して豊富な経験をもつ。
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在宅診療医

業務アプリ

業務アプリ

包括ケアセンタ

ケアマネジャ

専門医
救急・警察

多職種連携の
イメージ
（現状）

電話・FAX・ケア会議

電話・FAX・ケア会議

電話・FAX・ケア会議

電話・FAX連携

連携

連携

連携

連携

訪問看護師
業務アプリ

薬剤師

業務アプリ

歯科医

かかりつけ医

介護師・リハ・
ヘルパー等

業務アプリ

業務アプリ
業務アプリ

業務アプリ

課題

業務アプリ間で
情報の連携がさ
れていない

地域連携の課題

人の移動のコスト
（時間ロス、サービス低下）

紙の上の情報
（見えない、伝わらない）

チーム連携のための情報共有
（つなぎVＳプライバシー）
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解決策（ソリューション）

看護情報
介護情報
通知返信
バイタルサイン
ICF

連携 連携

業務アプリ

業務アプリ

センサーIoT

包括ケアセンタ

ヘルスケア
サービス

SS-MIX2連携
（紹介状、連携パス、
処方、検査、画像、
手術・処置、退院時
サマリ、逆紹介状等）

処方箋
周産期
母子手帳
お薬手帳
予防接種
各種健診

多職種連携
のイメージ
（最終形）

情報共有

情報共有

情報共有

連携

訪問看護師

ケアマネジャ

業務アプリ

歯科医

業務アプリ

介護師・リハ・
ヘルパー等

在宅診療医

業務アプリ

専門医

救急・警察

電話・FAX連携

連携

業務アプリ

薬剤師

かかりつけ医

業務アプリ 業務アプリ

メール、SNS、
テレビケア会議等業務アプリ

SugarCube
共通基盤

必要なときに
必要な人に
必要な情報を
低コストで安全に

伝達するためのしくみ
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健診セン
ター等

薬局

医療機関

見守り対象者

診療明細書
医療情報 （検査、処方）
連携パス等

調剤情報
検査結果

緊急、体重、血圧等

在宅医療連携拠点
（地域包括支援センタ等）

罹患時

健康維持等

（企業健保、医療機関等）

検査センタ

医療機関

フィットネスセ
ンター等

薬局

健診セン
ター等

保険者
厚生労働省

地域包括支援センタ
情報共有システムモデル

【情報の主な登録場面】 【情報の主な利用場面】

協力団体

協力機関

協力事業者

保健・福祉
機関

地域の在宅医
療、介護チーム

連絡帳共有

お薬手帳

健診歴

安否情報

バックアップ、預託

登録、サポート、マネージメント

データ登録

投薬歴

報告

データ登録

SugarCube

基盤連携イメージ
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WhiteCube
(Application) 

YellowCube
(PWP,XUA）

BlueCube
(XDS.ｂ,XDS-I.b,MHD）

RedCube
(ATNA,CT) 

GreenCube
(XCA,XCA-I,XCPD）

BlackCube
(PIX,PDQ,Fhir-Patient）

情報共有

セキュリティ
監査

セキュリティ
認証

ID管理

広域接続

アプリケーション

基盤の機能概要
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WhiteCube
(Application,SS-MIX2) 

GreenCube
(XCA,XCA-I,XCPD）

医療・福祉・介護の分野のアプリケーション
には、医療施設内の電子カルテや医療画
像システムなどの病院システム、地域包括
ケアに関連する多職種の連携で使用され
る各種業務アプリケーションなどがあります。
さらに、クラウド上で事業展開されるヘルス
ケアサービスのような単独のアプリケーション
にも適用することができます。
これらの機能を単独の業務アプリケーション
に組込み使用することも可能です。

分散管理された画像（PACS）、や診療情
報（SS-MIX2）などを統合したビューで閲
覧する仕組みを提供します。また、ベンダに
は、アプリケーション間の情報を統合化する
技術およびサンプルアプリケーションを提供い
たします。

アプリケーション 広域接続

病院の中のシステムでも電子カルテ、検査シ
ステム、画像システム、調剤システムなど多く
のシステムから構成されていますが、利用者
は共通で１つのコミュニティを形成しています。
地域連携でも、参加する組織、利用者のグ
ループが１つのコミュニティを形成することにな
ります。
しかし、一般には対象者の情報は、コミュニ
ティを跨いで分散していますので、コミュニティ
間の情報連携の手段が必要なります。

GreenCubeでは、患者情報へのコミュニ
ティ間での相互アクセスを可能にします。他
のコミュニティのシステムは、同じグローバルな
標準に従ったものであれば他社の製品でも
連携、接続が可能です。

基盤の機能詳細
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RedCube
(ATNA,CT) 

YellowCube
(PWP,XUA)

医療・福祉・介護の分野では、業務を遂
行する上で診療やケアの対象者に関す
る機微な情報を取り扱うことは避けられ
ません。業務従事者は、知りえた情報に
関する守秘義務や情報の漏洩に最大の
注意を払う必要があります。

RedCubeは、接続されたアプリケーショ
ンから、いつ、だれが、だれの情報にアクセ
スしたかの標準仕様の監査ログを収集し
管理できる機能を提供しています。これ
により、管理者の説明責任を果たすこと
ができます。

セキュリティ監査セキュリティ認証

インターネットを利用した医療・福祉・介
護システムでは、セキュリティの面から、外
部からの不正アクセスを排除するために
利用者を厳格に管理することが求められ
ます。

YellowCubeでは、以下の機能を装備
しています。
・VPN接続
・ID、パスワードによる認証
・シングルサインオン（SSO）
・ロールベースのアクセス制御

2016/5/9 Copyright 2016（C） 株式会社メタキューブ 13
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医療・福祉・介護の現場での多職種連
携の必要性の高まりとともに、ますます情
報共有のニーズが生じてきています。多く
の業務アプリケーション、多くの利用場面
を想定したデータ共有では、共有する
データを整理し、体系的に登録しておくこ
とが不可欠です。

BlueCubeでは、そのようなニーズに対応
して情報に関する情報（メタデータ）を
付与した形で、情報を登録、そのメタデー
タに基づき情報を検索する機能を提供い
たします。

BlackCube
(PIX,PDQ,Fhir-Patient)

BlueCube
(XDS.ｂ,XDS-I.b,MHD)

医療・福祉・介護システムで共有する情
報は、その発生源となる連携アプリケー
ションが複数になり、それぞれ個別に情
報システムとしてID管理がされています。
そのような分散した環境で情報を統合
するには、いわゆる「名寄せ」の機能が必
要になります。

BlackCubeでは、複数の情報発生源
からの対象者の基本情報を、統合する
仕組みを用意しています。
今後、マイナンバー等のこの分野への利
用が可能になれば、それに対応する方
針です。

ID管理 情報共有

2016/5/9 Copyright 2016（C） 株式会社メタキューブ 14
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SS-MIX
標準化ストレージ

SS-MIX
標準化ストレージ

・メタデータ付き
ファイル送信登録
・フォルダ作成

ファイル取出し

フォルダ検索

メタデータ
送信登録

メタデータ
検索

PACS

PACS

患者登録

患者登録 患者検索

患者ＩＤソース 患者ＩＤコンシューマ

ドキュメント
コンシューマ

画像ドキュメント
コンシューマ

ドキュメント
ソース

画像ドキュメント
ソース

PIX/PDQ
マネジャ

XDS.b
レジストリ

XDS.b
リポジトリ

監査ログ シングルサイオンアクセス制御
利用者登録管理

ログ管理 通知機能 ライフサイクル管理 広域接続

基盤全体の機能関連
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従来のビジネスモデル
・垂直統合型
・自前主義
・抱え込み主義

複数の大企業による
「切磋琢磨型」モデル

これからのビジネスモデル
・インサイドモデル
垂直統合の分断
①研究開発戦略
（要所技術の開発）
②知財マネジメント
独自技術として権利化
標準化してオープン化
③市場拡大、収益の確保

B

C

A

B
C

B

A

C

A

A B C

A B C

A B C

共通基盤

連携可能

連携困難

コストダウン 市場拡大

多数の中小企業参入による
「イノベーション型」モデル

ビジネスモデル
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介護施設等 中核病院

診療所

アプリ１シ
ステム

電子カルテ
システム

アプリ２シ
ステム

基盤基本システム
（SS-MIX連携）

PACS画像連携
システム

医事
システム

2016/5/9
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IHE準拠基盤システム全体図（詳細）

サンテックMI
システム

連携基盤

PACS

転送

エクスポートHIS

紹介・逆紹介システム
予約システム

PIX/PDQ 
Cube

患者IDDB

A

REST

Supportive
Cubes

施設･利用者

A

REST

患者ID
サービス

A

連携クライアント

DICOM

HL7
v2

SS-MIX
サービス

R
EST

A

自 他

XDS.b reg 
Cube

データ管理DB

SOAP

A

XDS-I Cube

PACS

A

自 他

iwase病院GW

施設・利用者
サービス

A

SS-MIX2

情報共有
サービス

リポジトリDB

A

P

iwase病院

R
EST

データ管理者

医師・看護師
など

連携医療
施設GW

SS-MIX サービス

情報共有
サービス

SS-MIX2

自院/他院
画像表示

(Viewer呼び出し)

自院/他院患者・
診療情報検索

利用者認証
施設情報検索

地域患者
検索・登録

マニフェスト
検索・登録

自院患者・診療
情報登録

自院/他院患者・
診療情報表示

ATNA/CT 
Cube

監査ログDB

A
自

他 地域共有情報I/F

REST APIREST

院内情報I/F

A 監査ログ出力対応

GUI

情報共有
サービス

A

地域患者管理
施設・利用者

管理
文書管理
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コンテンツ
サービス

R
EST

B1

E4 E5

A1 A2

B6

D6

S1

S2

S4

S3

M5M4
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アプリの事例（患者検索画面）

ID検索

自施設
ID検索

ID更新

E4

E6E5

SS-MIX参照画面へ
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B6

コンテンツ
取り出し

A1

A2

ドキュメントエントリ作成

A6

サブミッション
セット作成・登録

送付先アクセス権設定

B1
マニュフェスト
検索

D6

（Viewer呼び出し）

画像指定表示

診療情報
提供書

選択ボタン

選択した施設の診療内容の参照画面

・画像有りの表示用の項目を作成。

全施設にチェック 期間をチェック

M5M4

アプリの事例（SS-MIX参照画面）
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